第4巻第22課

第22課　約束
目標

	日本語学習目標

・簡単な電話の表現を使って応答ができる。
・電話で友達を誘うことができる。
・相談をして時間と集合場所を決めることができる。

・あいづちの重要性がわかる。

・中国語と比較して、日本語のあいづちの特徴に気づく。

文化・人間関係目標

・コミュニケーションツールとしての電話の意義や携帯電話がもたらした生活の変化について考える。

・携帯電話の利用について、日本の中学生と自分の共通点や相違点に気づく。


主題場面（主题场面）

●制作意図＆授業のヒント
・美佳が張ていからかかってきた電話に出る場面を取り上げました。普段の友達とどんな方法でコミュニケーションをとっているか、どんなときに電話をするかなどの質問を通して、「約束」というトピックを導入したり、電話というコミュニケーション手段の利用について振り返らせたりしましょう。

　　質問例　○美佳にだれから電話がかかってきましたか。

○どんな用事の電話でしょうか。

○友達を誘いたいとき、あなたはどんな手段で連絡をとりますか。

○電話はよくしますか。いつしますか。

○友達と電話でどんなことを話しますか。

学習活動（学习活动）

電話をしてみよう

	活動のねらい

	・簡単な電話の表現を使って応答ができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	○
	
	
	もしもし。

－もしもし、[マイケル]だけど。

－あ、[マイケル]。

－もしもし、[山下]ですが、[マイケルくん]はいますか？

－[ぼく]だけど。
	


●活動内容

・普段、友達に電話をかけたときどんなことを言うか、電話を切るときどんなことを言うか振り返る。日本の中学生が電話をかけている写真を見ながら、日本語では電話をかけたとき、電話を切るときどう言うかを確認して、言ってみる。

●制作意図＆授業のヒント

・この課のトピック「約束」は友達との約束を想定しました。そのため、提示した例（マイケルと紗希）も友達同士で電話をかけるという設定にしました。大人に対する電話のかけかた、電話の取り方は巻末の付録P117を参照してください。

・携帯電話の例と固定電話の例を提示しましたが、名乗る場面で表現が異なります。携帯電話の場合、電話に出る相手が誰かわかっているので、マイケルは「もしもし、マイケルだけど」という普通体を使って名乗っています。固定電話の場合、電話に出る相手が誰かわからないので、紗希は「もしもし、山下ですが、マイケルくんはいますか？」という丁寧体を使って名乗っています。

・電話のかけ方について、母語と日本語について比較してみるといいでしょう。また、非言語行動についても比較するといいでしょう。

●補足説明

なし

誘ってみよう！
	活動のねらい

	・電話で友達を誘うことができる。
・相談をして時間と集合場所を決めることができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	○
	
	
	何時に[会う]？

－[10]時はどう？

　－いいよ。

　－[10]時は、ちょっと……。

　　[11]時は？

じゃあ、[11]時にしよう。
	会う、どこ


●活動内容

・日本の中学生が約束をする場面でどんな表現を使っているかを確認する。自分たちも、電話をかけて友達と約束をするロールプレイをする。

●制作意図と授業のヒント

・第3巻第14課で「誘う」というトピックを扱いました。その上で、この課では、学習者が日常でよく利用している電話を使って友達と約束をすることを学習内容にしました。また、何かを決めるために提案をしたり、決定をしたりする表現は第3巻第16課で扱っています。集合場所や時間を相談して決めていく過程でも、同じ表現が使えることに気づかせるといいでしょう。

・電話では、相手の顔が見えません。ロールプレイをするときも、背中合わせに座ったりするなどの工夫をして、相手の顔を見ないでやってみるといいでしょう。最初は顔が見えない状態で会話をするのは不安かもしれません。そのときは、最初は顔を見ながら練習をして、慣れてきたら背中合わせになるといいでしょう。

●補足説明

・第3巻第16課で扱った、何かを決めるために提案をしたり、決定をしたりする表現は「～はどう？」「いいね／～はちょっと……。」「じゃあ、～にしよう」です。この課では「いいね」ではなく、「いいよ」を提示しました。「いいね」は相手の意見に共感するとき、「いいよ」は相手の意見を受け入れるときに使います。ですから、ここの活動では、両方とも使うことができます。また、「～は？」は「～はどう？」の省略形です。

コラム（专栏）

電話とコミュニケーション

	目標

	・コミュニケーションツールとしての電話の意義や携帯電話がもたらした生活の変化について考える。

・携帯電話の利用について、日本の中学生と自分の共通点や相違点に気づく。


●制作意図

・この課のトピックは、「約束する」です。学習活動では、電話で待ち合わせの時間を決める活動が取り上げられていますが、電話や携帯電話の普及によって、人のコミュニケーションの幅がますます広がってきています。そこで、このコラムでは、電話とコミュニケーションについて焦点を当てました。

・①では日本の電話の変遷の過程を写真で紹介しています。②では、携帯電話の開発と普及、そして携帯電話の機能について取り上げました。③では日本の中学生が携帯電話をどのくらい使っているのか、どんな機能を使っているのかを紹介しています。④では、日本の携帯電話のマナーについて紹介しています。

　◇気付かせたいポイント

　　・電話の開発と生活の変化

　　・携帯電話利用の日中の中学生の共通点、相違点

●授業のヒント

・まず、生徒に、普段電話をよく使うか、電話で誰とどんなことを話すか、質問します。それから、電話が発明される前と後とでは、コミュニケーションにどんな違いが生じたか、生徒の意見を聞きます。①の日本の電話の変遷を見ながら、どんな機能が加わってきたのか、その機能が加わることで可能になったことは何かを考えさせます。中国の電話の変遷について調べさせて、同じように、機能の追加とそれに伴いできるようになったことについて発表させてもいでしょう。

・②を読んで、中国の携帯電話にはどんな機能がついているかを生徒に質問します。そして、このような機能があることによって、生活に変化が生じているかを考えさせます。ほかに、どんな機能が携帯電話につくといいと思うかについても、グループなどで話し合わせて、発表させるといいでしょう。携帯電話の機能は必要か、不要かについて、ディベートをしてみるのも、おもしろいかもしれません。

・③を読んで、日本の中学生の携帯電話の使用について情報を得た上で、中国の中学生は携帯電話をよく使っているか、学校で禁止されているか、どんな機能をよく使っているか、携帯電話に関するルールがあるかなどについて、調査をしたり、印象や意見を発表し合ったりしてみましょう。

・④を読んで、まず日本の携帯電話のマナーについて知ります。それから、中国にも同じようなマナーに関するポスターなどがあるか、中国にはどんな携帯電話のマナーに関するルールがあるか、話し合いましょう。そのほか、中国では携帯電話に関するどんな問題が新聞やニュースで取り上げられているかについて、調べて発表させてもいいでしょう。

・そのほか、21課のコラム「自由な時間・休みの日にすること」で多くの生徒が友だちと電話をすると答えていたことを思い出させながら、②と③を読む方法もあります。例えば、友だちと話すときには固定電話を使うのか、携帯電話を使うのか、何分ぐらい話すのか、電話の目的は何か、話すことが主流なのかメールやチャットの機能を使うことが多いのかなどについて、生徒それぞれの電話の使用実態を話してもらうことができます。

●補足説明

・日本産の最初の電話機は1878年に作られました。1890年に東京と横浜の間で電話が開通し、これが日本の電話サービスの創業にあたります。1899年に初めて、東京と大阪をつなぐ長距離通話が可能になり、この年に電話加入者数が１万になりました。その後、1910年に10万、1926年に50万、1939年に100万を突破しました。最初はオペレーター（電話交換手）が電話をつなぐ形式でしたが、1926年に初めて自動交換式（現在の方式）が導入されました。ちょうど関東大震災の復興時期にあたります。日本全国の電話が完全自動交換式になったのは、1979年のことです。
・写真にもあるとおり、1900年に初めて東京の新橋と上野の駅の中に公衆電話が設置されました。それまでは電信支局や郵便局の中にしかなかったので、とても新しいものでした。その後、コイン式の公衆電話ができ、設置されるようになりました。1969年にはプッシュ式の電話ができ、家庭でも使われるようになっていきます。コイン式の公衆電話は1982年からはカード式の公衆電話に変わっていきました。その当時は、オリジナルデザインのテレホンカードを結婚式の記念などとしてプレゼントすることもありました。コードレス電話ができ、自由に動きながら電話ができるようになり、ファックスの発明で文字のやり取りもできるようになりました。今では携帯電話が普及して、街中の公衆電話の数が減少しています。設置台数のピークは1983年の832,735台でしたが、2009年は283,161台と、3分の1近くまで減っています。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE%E5%85%AC%E8%A1%86%E9%9B%BB%E8%A9%B1#.E5.85.AC.E8.A1.86.E9.9B.BB.E8.A9.B1.E3.81.AE.E6.96.BD.E8.A8.AD.E6.95.B0
（2011年3月）

・IP電話ができてからは安価に電話がかけられるようになり、今ではインターネットがあれば海外の人とも無料で話せるサービスがあるなど、コミュニケーションの幅が大きく広がっています。

・携帯電話の機能の進歩のスピードには目をみはるものがあります。授業をする時点での最新の情報を入手して、授業で扱ったほうがいいでしょう。新しい情報は生徒のほうがよく知っていることもあるので、生徒に先生役をやってもらう方法もあります。

・日本では、多機能の携帯電話が開発される一方で、機能は不要と考える人のために、電話とメールなどの基本的な機能だけを備えた携帯電話も売られています。また、お年寄りにも使いやすい文字盤の大きなデザインの携帯電話なども売られています。

・2011年3月現在、日本ではショートメッセージではなく、E-mailのほうが普及しています。ですから、YahooやGmail, Hotmailなどのアドレスとのやり取りも可能です。

・日本では、電車やバスなどの公共交通機関、レストランの中などでは、音が鳴らないようにマナーモードに設定し、通話を控えることがマナーとして推奨されています。これは、携帯電話での話声が大きくて周りに迷惑をかけると考えられているためです。ですから、電車の中にいるときに電話がかかってきても、電話に出ずに、電車から降りてから電話をかけ直します。レストランにいるときは、店の外に出て、電話で話します。新幹線では、車両と車両の間に、通話してもいいスペースが設けられています。病院や公共交通機関の優先席では電源を切るというのは、心臓ペースメーカーなどの機器類が誤作動を起こす可能性があると言われているためです。

●参考資料

1．電信・電話の歴史年表　http://park.org/Japan/NTT/DM/html_ht/HT_idx_j.html
2．『ひだまり』第40号

3．「くりっくにっぽん」（中国語）http://www.tjf.or.jp/clicknippon/zh/jcn/t21jcn_c.html
　　　　　　　　　　　（日本語）http://www.tjf.or.jp/clicknippon/ja/jcn/t21jcn_j.html
日本語広場（日语广场）
あいづちに注目しよう
	目標

	・あいづちの重要性がわかる。

・中国語と比較して、日本語のあいづちの特徴に気づく。


●制作意図

日中のあいづちの特徴やあいづちの重要性について、質問を通して自分で気づけるようにしました。

●授業のヒント

・質問①は、日中のあいづちの特徴に関する質問です。録音を利用しましょう。質問②はあいづちの重要性に関する質問です。

●補足説明
参考回答

質問①　日本語のほうが、中国語よりあいづちが多い。

質問②　あいづちが少ないと、相手が自分の話を聞いているか不安になる。特に電話は顔が見えないから余計に感じる。

考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・「在这种情况下应该怎么说？」は、それぞれの場面でどんな表現を使うか、口頭でまた書いて確認しましょう。

・「説説看！」は、イラストに即してどんな表現を使ったらいいか言ってみましょう。CDで確認することができます。

●補足説明
参考回答

在这种情况下应该怎么说呢？
打电话询问想找的人是否在时：マイケルくんはいますか？
提议几点、在哪儿见面时：何時に会う？／どこで会う？
提议见面的时间、地点时：10時はどう？／マクドナルドの前はどう？
―同意时：いいよ。

―不同意时：10時はちょっと･･････。11時は？
マクドナルドの前はちょっと･･････。学校の前は？

决定时：じゃあ、11時にしよう。／じゃあ、学校の前にしよう。

说说看吧！

A：もしもし

B：もしもし

A：日曜日、海に行かない？

B：いいよ。何時に会う？

A：10時はどう？

B：どこで会う？

A：映画館の前はどう？
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